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京北食品株式会社

大豆問屋が、高値購入のスズマル大豆を抱え込んでいるため思ったように価格が下がりませんでし
た。来年から現在使用している北海道産スズマル大豆から価格の安い庄内産大豆に変わります。

２０１０年度もさばき切れない国産大豆を大量安値購入した大手メーカーの安値参入が予想され、
２０１１年は国産大豆の乱売が始まりそうです。

生協育成大豆を使用する意義はありますが、今後の国産大豆の納豆市場を考えると、①納豆用小粒
品種を開発し、大豆の質の向上を計り味をよりアップさせる。②と同時に、国産無農薬大豆の生産
取り組みが必要不可欠だと考えます。今までのように、単に『国産だけ』ではｽｰﾊﾟｰが販売する国産
納豆に追い抜かれてしまいます。緊急の課題だと思います。

包材の松経木は、納豆菌と相性が良く発酵を助け、またパック包装と違い通気性が良いので独特の
風味を醸し出します。機械による大量生産は出来ませんし発酵管理も難しいのですが、大豆、松経
木の伝統的コラボレーションを大事にしたいと思っています。

原料大豆が、思ったように値下がりせず残念ですが、２０１１年は平常に戻ると思います。

一般的大粒大豆をふるいにかけ、網目から落ちた小粒の部分である万石下大豆(ふるい落とされた小
粒大豆)とは違い、本来からの納豆用大豆(品種は納豆小粒、地塚)を使用しています。納豆本来の風
味をさらに深める努力を続けていきます。

納豆(京北)　７０４８

小粒カップ納豆(京北)　２３９９６８
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茨城地塚大豆(納豆小粒)は、農水省大豆品種登録第一号で、納豆用小粒大豆として定評があります。
生産量の少ないのが欠点ですが大事にしたいと思います。

経木を使った小粒納豆は、仕込から包装まで全て手作りです。そして、この仕事を支えているのが平均
年齢７１．４歳のたくましきベテラン女性陣です。生活クラブの納豆を造る事に生きがいを感じ、健康維
持の範囲内で額に汗し張り切っています。

近年、最低賃金の上昇が急になり、弊社の時給アップ率を上回るようになりました。最低賃金制度がど
の方向に進むのか注目しています。

小粒納豆(京北)７０５６
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